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議
会
だ
よ
り

敷地内から、海を挟んで原発の全体を望む

約
86
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
甲
子
園
球

場
の
約
20
倍
に
当
た
り
、
そ
の
う
ち

15
万
平
方
メ
ー
ト
ル
は
海
面
埋
立
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
備
は
１
～
３
号
機
ま
で
あ
り
、

１
、２
号
機
の
出
力
は
そ
れ
ぞ
れ

56
万
６
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
３
号

機
は
89
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
。
運
転

開
始
は
１
号
機
が
昭
和
52
年
９
月
30

日
、
２
号
機
が
同
57
年
３
月
19
日
、

３
号
機
が
平
成
６
年
12
月
15
日
。
１

号
機
は
稼
働
か
ら
34
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

設
備
の
監
視
、
定
期
的
な
点
検
を
行

い
、
安
全
性
を
常
に
確
認
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　

伊
方
発
電
所
の
沖
に
は
、
伊
予
灘

の
海
底
を
東
西
に
走
る
中
央
構
造
線

断
層
帯
の
一
部
で
あ
る「
敷
地
前
面

海
域
断
層
群
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は「
横
ず
れ
断
層
」
で
あ
り
、
海
底

の
上
下
動
が
比
較
的
小
さ
い
こ
と
か

ら
、
大
き
な
津
波
が
起
こ
り
に
く
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
同
発

電
所
で
は
、
中
央
構
造
線
断
層
帯
が

動
い
た
場
合
に
発
生
す
る
津
波
の
高

さ
を
約
2.6
ｍ
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

仮
に
満
潮
時
に
発
生
し
た
と
し
て

も
、
海
抜
約
10
㍍
に
あ
る
敷
地
が
冠

水
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
福
島
で
は「
想
定
外
」
の

大
津
波
が
襲
い
ま
し
た
。
正
直
、
不

安
を
感
じ
ま
す
。
同
発
電
所
で
は
、

過
去
の
地
震
や
周
辺
の
活
断
層
、
地

質
な
ど
を
詳
し
く
調
査
し
、
考
え
ら

れ
る
最
大
の
地
震
を
想
定
し
て
基
準

と
な
る
地
震
動
を
決
定
し
た
上
で
、

原
子
炉
容
器
な
ど
重
要
な
設
備
は
余

裕
を
も
っ
て
耐
震
設
計
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
大
型
震
動
台
を
用
い
て

想
定
を
上
回
る
揺
れ
に
対
す
る
試
験

を
行
い
、
十
分
な
安
全
を
確
認
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
①

電
源
車
６
台
を
配
備
②
海
水
ポ
ン
プ

モ
ー
タ
ー
の
予
備
品
を
手
配
③
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
確
認

④
蒸
気
駆
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
機

能
確
認
⑤
デ
ィ
ー
ゼ
ル
駆
動
消
火
ポ

ン
プ
の
機
能
確
認
⑥
全
て
の
電
源
喪

失
を
想
定
し
た
運
転
員
の
特
別
訓
練

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

原
発
の
問
題
に
は
、
誰
も
が
神
経

を
と
が
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
、
全
国
的
に
し
っ
か
り
安
全
点
検

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
原
発
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
が
、
常
に「
安
全
」
と
い
う
こ

生
活
や
不
安
は
、
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
限
界
が
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
強
烈
な
揺
れ
、
地
割
れ
、
大
津

波
、
そ
し
て
原
発
事
故
…
。
そ
の
爪

痕
は
い
ま
だ
深
く
、
癒
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
津
波
と
原
発
事
故
の

二
重
の
被
害
に
遭
っ
た
地
域
も
あ
り

ま
す
。
住
民
の
不
安
や
混
乱
を
招
か

な
い
よ
う
に
、
十
分
な
配
慮
が
必
要

で
す
。
現
状
に
沿
っ
た
支
援
を
切
に

願
い
ま
す
。

　

こ
の
原
発
事
故
の
後
、
伊
方
発
電

所
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
以
前
に

も
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
厳

重
体
制
に
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
協
力
会
社
の
社
員
も
含
め

て
約
１
７
０
０
人
が
働
い
て
い
ま

す
。
点
検
時
に
は
最
大
で
２
５
０
０

人
に
な
る
そ
う
で
す
。
敷
地
面
積
は

第
44
号

内
子
町
議
会
議
員
研
修
会

　
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
、
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
こ
の
震
災
を
受
け
、
議
会
で
は

４
月
19
日
、
総
務
常
任
委
員
の
主
宰
で
伊
方
発
電
所
に
関
す
る
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
　
山
上
　
芳よ

し

子こ

　

毎
日
の
よ
う
に
被
災
地
の
情
報
が

流
れ
る
中
、
避
難
住
民
の
皆
さ
ん
の

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
伊
方
原
発
は
安

全
で
あ
る
と
い
う
説
明
で
し
た
。

　

し
か
し
今
回
の
福
島
原
発
事
故
の

よ
う
に
想
定
外
の
自
然
災
害
が
発
生

し
、
運
転
機
能
の
電
源
を
失
い
、
さ

ら
に
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が

停
止
し
て
原
子
炉
を
冷
却
す
る
機
能

を
な
く
し
た
際
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
か
が
最
重
要
で
す
。

伊
方
原
発
で
は
、
今
回
の
事
故
を
受

け
、
新
た
な
電
源
車
の
配
備
、
機
器

の
点
検
、
非
常
事
態
を
想
定
し
た
訓

練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
の
対
応
と
し
て
、
①
外

部
電
源
の
強
化
な
ど
に
よ
る
恒
久
的

と
が
問
わ
れ
ま
す
。
絶
対
に
こ
の
安

全
を
犠
牲
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
再
度
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
　
山
崎
　
正ま

さ

史し

　

今
回
の
研
修
で
は
、
伊
方
原
発
の

安
全
性
と
自
然
災
害
に
よ
る
危
機
管

理
の
あ
り
方
を
課
題
と
し
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
と
比
べ
た
場
合
、
伊
方

原
発
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
緑
色
片
岩
と
い
う
強
固
な
岩
盤
の

　

上
に
立
地
し
、
地
盤
が
し
っ
か
り

　

し
て
い
る
。

⑵
伊
予
灘
の
海
底
に
走
る「
中
央
構

　

造
線
断
層
帯
」は
横
ず
れ
断
層
で

　

海
水
の
上
下
動
が
小
さ
く
、
満
潮

　

時
に
津
波
が
発
生
し
て
も
海
抜
約

　

10
㍍
に
あ
る
伊
方
発
電
所
の
敷
地

　

が
冠
水
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

　

ら
れ
る
。（
福
島
発
電
所
沖
の
断

　

層
は
プ
レ
ー
ト
境
界
型
で
、
海
水

　

の
上
下
動
が
大
き
い
）

⑶
加
圧
水
型
炉
原
子
力
発
電
を
採
用

　

し
て
い
る
。（
福
島
原
発
は
沸
騰

　

水
型
炉
原
子
力
発
電
）

伊
方
原
発
視
察
研
修
を
終
え
て

伊
方
発
電
所
を
視
察
し
て

な
電
源
の
確
保
②
非
常
時
に
必
要
な

機
器
な
ど
へ
の
冷
却
水
の
確
保
③
原

子
炉
建
屋
の
水
密
扉
の
設
置
な
ど
、

津
波
な
ど
へ
の
浸
水
対
策
を
、
順
に

進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
よ
う

な
大
惨
事
を
二
度
と
起
こ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
安
全
確
保
に
万
全
を
期

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
万
が
一
、
今
回
の
よ
う
な
事

故
が
伊
方
原
発
内
で
発
生
し
た
場
合

の
内
子
町
の
防
災
対
策
に
も
、
問
題

を
提
起
し
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
自
治
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
、
自
治
会
単
位
で
自
然
災
害

に
対
す
る
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
原
発
事
故
と
な
る
と
全
く

別
問
題
で
す
。
近
隣
の
市
町
と
連
携

す
る
と
同
時
に
、
四
国
電
力
㈱
と
協

議
を
重
ね
、
で
き
る
だ
け
早
く
原
発

事
故
の
緊
急
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

文
明
社
会
の
中
で
の
生
活
に
慣
れ

て
き
た
私
た
ち
で
す
が
、
今
回
の
事

故
を
機
に
、
最
も
重
要
な
の
は
国
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
で
あ
る
と
い

う
立
場
か
ら
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

◉
正
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

委
員
会
（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

　

５
月
13
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会

で
正
副
議
長
と
常
任
委
員
会
委
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

制御棒

原子炉
圧力容器

補助給水
ポンプ

（蒸気で動く）

補助給水
タンク

蒸気発生器

原子炉格納容器 蒸気の大気放出
（放射能は含まない）

ポンプ

給水
水

原子炉を冷やすしくみ
［参照：四国電力ホームページ

 http://www.yonden.co.jp/index.htm］
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岡
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史
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勇

　
山
上
　
芳
子
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浩
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議会運営
委員会

◎
武
知
　
正
照
　
寺
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保

　
𡈽
井
　
繁
則
　
中
本
　
　
勇

○
才
野
　
俊
夫
　
大
木
　
　
雄

𡈽井繁
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則
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副議長 林　　博
ひろし

　議長


